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ＩＨＩインフラシステム　健康管理支援体制

１．基本方針
・すべての基盤である「心身の健康」の観点から，「一人ひとりの活力向上」と「すべての人が働く喜びを
　感じられる職場づくり」に攻守両面から取り組む。
・会社トップの積極的関与のもと，職場と安全衛生部門，総務人事部門，産業保健部門が強く連携し，
　健康経営を推進する。

２．推進体制
・社長がIHIインフラシステム健康経営宣言を表明する。
・健康経営担当役員のもと，安全衛生部門，総務人事部門，産業保健部門が計画を策定，実施する。
・労働組合や健康保険組合とも連携する。

３．健康相談体制 　※相談を受けた者は連携が必要な場合，本人の同意を得た内容のみ共有する

　不調への早期気づき，安全配慮義務の履行

相談者 ・就労上の配慮の決定　・復職の許可　・制度利用の相談窓口

本人 産業保健部門 就労上の配慮に関する意見

：両立・復職支援のため連携(病状・治療の見立て，仕事内容等の情報共有)

外部相談機関：こころの耳，両立支援相談センターなど

４．健康経営の取り組み
「⼈材こそが最⼤かつ唯⼀の財産である」との経営理念のもと、従業員の健康を⼤切にした経営に取り組みます。
私たちは、従業員の積極的な健康づくりを⽀援し、従業員がいきいきとその能⼒を最⼤限に発揮することで、
組織の活性化を図ります。
これにより、IHIグループの成⻑を通じて、社会の発展に貢献します。

5．健康課題と各種取組のつながり
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受動喫煙対策・禁煙支援

健診要受診判定者へ受診勧奨

職場分析結果の展開

海外勤務者への支援

多様な働き方の推進

・DX推進

・管理職への健康管理教

育

・DE&I推進

・社内相談窓口の設置

・ストレスチェック

・職場健康度調査

・職場環境改善活動

管理職教育

・喫煙に関する教育の継続

・禁煙支援

・受動喫煙防止対策の強化

・社内産業医，保健師

による面談・保健指導

・健康支援アプリの積極的
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・組織と個人の活力

向上

・プレゼンティーズム

の低減

・アブセンティーズム

の低減

・健康的な生活習慣

・健康年齢の改善

ワークライフバランス充実

未治療者と

アブセンティーズムの減少

生活習慣の改善・向上

早期相談による不調予防

職場環境改善活動の強化

喫煙率の低下

ヘルスリテラシーの向上
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